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令和４年度地域との協働による高等学校教育改革推進事業に係る研究開発実施内容を，下記の

とおり報告します。 
 

記 

 
１ 事業特例校名・類型 
   学校名   岐阜県立吉城高等学校 
   学校長名  野々山 伸一 
   類型    地域魅力型（特例校） 
 
２ 令和４年度研究開発実施概要 

新型コロナウイルス感染症予防のため外部機関等との協働が難しかったことはあったが、地

域がもつ多様性や現場性が有効利用され、個別最適化された学びが広く提供できるよう、その

基盤を整備するために「学校運営協議会」の場で共通認識を持ち、課題を共有することができ

た。 

特に地元の自治体（飛騨市）とはコロナ禍ではあったが、「ＹＣＫプロジェクト（地域課題

解決）」等の取組において工夫しながら連携することができた。人的な支援も金銭的な面でも

援助していただいた。 

また、教育総務課からの助言もあり、地域との協働に関わる他校の先進的な取組について、

Ｗｅｂ会議等を活用することで情報収集するなど、見聞を広げることができた。 

その結果、カリキュラム開発においては、教育課程内でより多くの生徒が地域課題解決学習

（探究的な学び）に取り組めるよう、既に設置している学校設定科目「地域課題探究」を発展

（教育課程特例を含む）した学校設定科目「地域プログラム学習」（令和５年度２年次生開講）

の準備を進めることができた。その先駆的取組として、２年次の「総合的な探究の時間」にお

いてのグループ別の課題探究の実践もブラッシュアップでき、目標であった「探究のプロセス

を学ぶ」というテーマで実践研究を進めた。それを受けて、教育課程委員会を開催し、本年度

から実施の新学習指導要領による教育課程実施の修正に向けたカリキュラム・マネジメントに

取組んだ。 
 
３ 教育課程の特例の活用（□で囲むこと） 
ア 学校設定教科・科目を開設している 
イ 教育課程の特例の活用している 
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４ コンソーシアムについて 
①コンソーシアムの構成団体 
飛騨市役所、飛騨市教育委員会、飛騨古川青年会議所、岐阜県立吉城高等学校同窓会、 
岐阜県教育委員会、岐阜県立吉城高等学校  （＊「学校運営協議会」として組織） 

 
②活動日程・活動内容 

  活動日程 活動内容 
令和４年５月２５日 ○「第１回学校運営協議会」開催 

・教育課程の編成、学校経営計画、組織編成について

の承認 
令和４年１０月３日 ○「第２回学校運営協議会」開催 

・地域との協働による高等学校教育改革推進事業に係

る研究開発事業特例校としての取組等の中間報告 
令和５年２月７日 ○ＹＣＫ報告会 

・「ＹＣＫプロジェクト」今年度の取組報告（学校設

定科目ＥＳＤ「地域課題探究」の実践報告も含む） 
○「第３回学校運営協議会」開催 
・地域との協働による高等学校教育改革推進事業に係 

る研究開発事業特例校としての取組等の最終報告及

び自己評価 
 

５ 研究開発の実績 
（１）実施日程 

実施項目 
実施日程 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月 

教育課程委員会 
（学習指導委員会） 

 ２回 １回 １回      1 回   

学校運営協議会  １回     １回    １回  

ＹＣＫ報告会           １回  

 
（２）実績の説明 

令和４年度からの新学習指導要領に基づく教育課程編成において開設を検討している学校設

定科目「地域プログラム学習」の開設（２年次生科目のため令和５年度開講）に向け、学校内

外の立場や価値観の異なる人々と交流を通して、地域資源を生かした地域課題解決学習（探究

的な学び）の実施計画を練り上げた。 
 
（３）研究開発の実施体制について 

「キャリア推進部」を新設し、校内の他分掌との連絡・調整を図るともに、地元の自治体と

も連携し、カリキュラム開発を行った。本校に配置された「地域創生キャリアプランナー」が、

キャリア教育や地域と連携した地域課題解決学習の支援を担った。令和４年度は、年間１３７
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日（のべ８３５時間）勤務し、特に、地域課題探究型キャリア教育である学校設定科目「ＥＳ

Ｄ」を含む「ＹＣＫプロジェクト（地域課題解決）」の活動に対する企画、運営において、中心

的役割を担った。 
 
（４）次年度以降の課題及び改善点 

新学習指導要領のカリキュラム開発をひとまず終え、今後は、生徒や保護者だけでなく地域

の様々な方々の意見を令和４年度以上に積極的に取り入れて、実際の関りを通して地域との協

働をより推進していきたい。「総合的な探究の時間」や学校設定科目「地域課題探究」の学び

を深めながら、学校設定科目「地域プログラム学習」を来年度に初めて実施するが、その実践

の中で次年度に向け、軌道修正を試みたい。また、今以上に教科横断的なカリキュラム開発も

進めたい。 
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